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令和７年度 常陸太田市「地域おこし協力隊」を募集します！ 

あなたの力が地域を動かす糧になる。 

ひたちおおたで新しいこと始めませんか。 
 
 
 
 

募集要項                                         

活動内容 

１．【農業（梨）の担い手 枠】１名 

常陸太田市は「梨」の産地で、「幸水」「豊水」「恵水」を中心に生産されています。令和７年４月

１日現在２２軒の梨農家がありますが、担い手の高齢化などが課題となっています。 

農業（梨）の担い手枠では、産地を担う梨農家として独立就農を目指す隊員を募集します。 

任期中は、梨の栽培管理に関することはもちろん、地域のこと、そこに暮らす人々のことなど、様々

なことを感じ、学んで頂き、将来的には梨と共に地域に根付いていく人材を求めています。（研修先：

JA常陸 常陸太田梨部会） 

 

○求める人材像 

強い意志をもって常陸太田市で農業を学び、独立就農を目指す方を募集します。 

 ・梨栽培に熱意と覚悟を持って取り組める方 

 ・積極的に地域や他の生産者とコミュニケーションを取れる方 

 ・栽培に係る技術と知識を有する方、または最長３年という限られた時間内で積極的に技術と    

知識の習得ができる方 

 ※独立就農には、土地の購入又は賃貸、その他経費（果樹棚の整備、苗木や農機具の購入など）も

必要なため、委嘱期間中、生産者や行政等の関係者とも情報交換しながら、独立就農に向けた資

金計画も策定していくことになります。 

 

○活動例 

・梨の栽培管理に係る技術及び知識の習得 

・独立就農に向けての情報収集及び準備 

・栽培管理に関わる方たち、地域住民の方との関係作り 

 

２．【農業（ぶどう）の担い手 枠】１名 

常陸太田市は茨城県内最大級の栽培面積を誇るぶどう産地で、「巨峰」をはじめ「常陸青龍」や「シ

ャインマスカット」など多品種が生産されています。また、生食用が中心ですが、ワイン等の加工専

用の生産も行われています。 

ぶどう園数は５１軒（令和７年４月１日現在）あるものの、担い手の高齢化などが課題となってい

ます。 

農業（ぶどう）の担い手枠では、産地を担うぶどう農家として独立就農を目指す隊員を募集します。 

任期中は、生食用ぶどうや加工用ぶどうの栽培管理に関することはもちろん、地域のこと、そこに

暮らす人々のことなど、様々なことを感じ、学んで頂き、将来的にはぶどうと共に地域に根付いてい

く人材を求めています。（研修先：JA常陸 常陸太田ぶどう部会） 

 

○求める人材像 

強い意志をもって常陸太田市で農業を学び、独立就農を目指す方を募集します。 

・ぶどう栽培に熱意と覚悟を持って取り組める方 

・積極的に地域や他の生産者とコミュニケーションを取れる方 

・栽培に係る技術と知識を有する方、または最長３年という限られた時間内で積極的に技術と知識

の習得ができる方 

 ※独立就農には、土地の購入又は賃貸、その他経費（果樹棚の整備、苗木や農機具の購入など）も
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必要なため、委嘱期間中、生産者や行政等の関係者とも情報交換しながら、独立就農に向けた資

金計画も策定していくことになります。 

 

○活動例 

・ぶどう（生食用、加工用）の栽培管理に係る技術及び知識の習得 

・独立就農に向けての情報収集及び準備 

・栽培管理に関わる方たち、地域住民の方との関係作り 

 

３.【林業の担い手 枠】１名 

常陸太田市は林野率 76.1%と豊富な森林資源を有し、私有人工林面積 8,761haを誇る林業に

適した地域です。令和元年度からは森林整備を行うための財源として森林環境譲与税が交付

されていることから、今後、より一層の森林整備面積の拡大が予想されます。 

林業の担い手枠では、新たに林業分野で活躍する人材として地域おこしに貢献できる隊員

を募集します。 

任期中は、森林整備に関する様々な実務を通して必要な技術習得に努めていただき、将来、

常陸太田市の林業を担いながら、地域に根付いていく人材を求めています。（研修先：常陸太

田市森林組合） 

 

○求める人材像 

本気で常陸太田市で林業を学び、将来の担い手を目指す方を募集します。 

・熱意を持って林業の技術、知識を習得し、将来、常陸太田市の林業の担い手として就業

や独立を考えている方。 

・山林の現場作業に取り組む体力に自信のある方。 

・現場作業では意思疎通を図ることが重要なため、積極的にコミュニケーションが取れる

方。 

 

○活動例 

・実務をとおして森林整備に関する技術・資格の習得 

・植栽～伐採までの実務に従事しながら、地域林業の課題や販路拡大等に取り組む 

・地域残材を利活用した地域おこし活動 

 

４.【ナチュラルチーズ製造の担い手 枠】１名 

常陸太田市では平成 29年度より「常陸太田チーズ製造・商品化プロジェクト協議会」を立ち上げ、

市畜産業における６次産業化の推進と地域ブランドの創出による地域産業の活性化を目指して取り

組んでいます（チーズプロジェクト事業）。 

その事業の一環として、旧学校給食センターの施設を活用し「ひたちおおたチーズ工房」を立ち上

げ、常陸太田産の生乳を使用したナチュラルチーズによる新たな認証特産品の開発・製造・商品化に

取り組んできました。 

しかし、本プロジェクトを推進していく中で、市内ナチュラルチーズ製品の製造量の拡大や安定し

た生産体制の確立等、課題も多い状況です。 

そこで、チーズ製造に関する製造技術を学びながら、チーズに関する各種研修等をとおして見識を広

めてもらい、私たちと一緒に地域産業の活性化を目指してくれるナチュラルチーズ職人を募集します。 

（研修先：（一財）里美ふるさと振興公社） 

 

○求める人材像 

 本気でチーズ製造に関する製造技術を学び、地域のために熱意をもって活動ができる方を募

集します。 

・チーズが好き、チーズ製造に興味がある方 
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・酪農や畜産業の業務経験や、学んだスキルを活かして地方で活躍したい方 

・長時間集中して作業に取り組める体力がある方 

（チーズ製造は立ち仕事が多く、体力が必要です） 

 

○活動例 

・研修先における製造～管理～販売の実務研修をとおして、ナチュラルチーズ製造に関する技術・

資格の習得を目指す。 

・市、協議会等が実施・参加する各種イベントにてPR活動を行い、販路拡大に取り組む。 

 

５.【畜産（繁殖牛）の担い手 枠】１名 

常陸太田市では北部地域を中心に畜産業が行われており、茨城県が誇る銘柄牛「常陸牛」は黒毛和

牛の最高級ブランドです。市内には、繁殖雌牛を飼い、子牛を生産して販売する繁殖経営が２２軒（令

和７年４月１日現在）あります。 

畜産経営は、畜舎や堆肥舎、土地、機械などの設備が必要であるため、新たに始めるには初期投資

が大きく新規参入のハードルが高い一方で、施設や機械はあるが後継者がいないことを理由にやめて

しまう畜産農家が多く、本市でも担い手確保、第三者による事業承継が重要な課題となっています。 

畜産（繁殖牛）の担い手枠では、事業承継を目指す隊員を募集します。 

任期中は、繁殖牛の飼養管理に関することはもちろん、地域のこと、そこに暮らす人々のことなど、

様々なことを感じ、学んで頂き、将来、常陸太田市の畜産を担いながら、地域に根付いていく人材を

求めています。（研修先：(株)ファーム赤土） 

 

○求める人材像 

 強い意志をもって常陸太田市で畜産業を学び、事業承継による就農を目指す方を募集します。 

・畜産経営に熱意と覚悟を持って取り組める方 

・積極的に地域や他の生産者とコミュニケーションを取れる方 

・家畜飼養に係る技術と知識を有する方、または最長３年という限られた時間内で積極的に技術と

知識の習得ができる方 

 

○活動例 

・研修先における繁殖雌牛の飼育、子牛の生産、飼料作物の生産などの研修をとおして牛繁殖経営

に係る技術や知識を習得 

・事業承継に向けての情報収集及び準備 

・畜産経営に関わる方たち、地域住民の方との関係作り 

 

※ 共通ミッション 

〇上記の主な活動のほか、次のような地域協力活動にも取り組みます。 

・地域おこしの提案と実践 

・協力隊員同士の連携・協働活動 

・地域活動への参加及び参画（自治会活動、イベント、祭りなどの伝統芸能等継承活動） 

・活動および任期後の定住に必要と思われる研修会、連絡会議、地域の集会等への参加 

募集人数 

※募集枠ごとの応募となります。応募は 1枠のみ可能です。 

（１）農業（梨）の担い手      ：１名 

（２）農業（ぶどう）の担い手    ：１名 

（３）林業の担い手         ：１名 

（４）ナチュラルチーズ製造の担い手 ：１名 

（５）畜産（繁殖牛）の担い手    ：１名 
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活動場所 

（１）農業（梨）の担い手      ：主に常陸太田地区 

（２）農業（ぶどう）の担い手    ：主に常陸太田地区 

（３）林業の担い手         ：主に里美地区 

（４）ナチュラルチーズ製造の担い手 ：主に里美地区 

（５）畜産（繁殖牛）の担い手    ：主に金砂郷地区 

活動時間 
月 160時間程度（１日当たり８時間、週 40時間の活動を原則とします） 

※ミッションによって繁忙時期と閑散時期があり、勤務時間は流動的です。 

任用形態 

・ 

期間 

○隊員として常陸太田市長が委嘱します。 

 ・市との雇用関係はありません 

○委嘱期間は委嘱日から１年間となります。 

 ・活動実績等を踏まえて１年ごとに更新します（最長３年）。 

募集対象 

【下記のすべてを満たす方】 

①都市地域等（条件不利地域以外）に在住し、委嘱後常陸太田市（指定する地域）に生活の

拠点を移し、住所を定めることのできる方 

②地域になじみ、住民とともに汗を流しながら地域活性化に取り組み、事業終了後において

も本市に定住する意欲のある方 

③普通自動車運転免許を取得しており、委嘱までに自家用車を準備できる方 

④PC 等の情報機器を所有し、パソコンの操作（word・Excel・PowerPoint 等）が可能で、活

動記録や SNS 記事などの各種書類作成や活動の情報発信ができる方 

⑤心身ともに健康で、誠実に職務ができる方 

報償費 
１年目：月額 200,000円  ２年目：月額 220,000円  ３年目：月額 240,000円 

※別途、所得税の源泉徴収あり 

待遇・ 

福利厚生 

○市で住居を用意します（住居賃貸料・保険料は市負担）。 

 ・原則、市が準備する住居で生活をしていただきます。 

 ・引越しに関わる経費、生活に必要な物品、光熱水費等は自己負担となります。 

○年金や健康保険については各自加入となります。 

○自家用自動車に対する借上料・燃料費を定額（月額 15,000円）で支給します。 

 ・活動のための活動車両は、各自でご準備をお願いします。 

○情報発信で使用する住居でのネット通信料を補助金にて支援します（月額 5,000円）。 

 ・各自、パソコンのご準備をお願いします。 

 ・ネット回線の準備は、入居後、各自でご契約をお願いします。 

○副業は可能とします（応相談）。 

 ・活動に支障がない範囲であれば、副業可能です。ご相談ください。 

○その他、地域協力活動において発生する、市が認める経費については補助金を交付します。 

・市の予算の範囲内が上限額となります。詳細はお問い合わせください。 

募集期間 令和７年６月２４日（火）～令和７年９月５日（金） 



5 

 

応募 

について 

下記の方法により①～④の書類を提出してください。なお、応募書類は返却しません。 

① 常陸太田市地域おこし協力隊応募用紙 

② 常陸太田市地域おこし協力隊活動目標レポート 

③ 住民票抄本（令和７年７月１日以降に取得した、現在の状況を証明するもの） 

④ 普通自動車運転免許証の写し 

 

【提出期限】：令和７年９月５日（金）必着 

 

【応募方法】：電子メール、郵送、持参 

○電子メールの場合 

 ・①から④について、拡張子を PDFとし、zipファイルにまとめ、暗号化し、提出期限内

に送信してください。また、③についてはスキャン等にてデータを送付のうえ、後日、

正本の提出をお願いいたします。 

・送信の際は、表題を「地域おこし協力隊応募(活動名 例：林業の担い手)」（全て全角）

としてください。 

 ・送信後、申込先に送信確認と zipファイルのパスワードを電話で教えてください。 

○郵送、持参の場合 

 ①から④のすべての書類を一括して提出してください。 

選考の流れ                                         

（１）応募書類を提出【令和７年９月５日（金）必着】 

    応募書類の提出を確認後、1週間以内にメール等で連絡します。 

    ※ 1週間以内に連絡が無い場合、お手数ですが下記申込先までお問い合わせください。 

（２）第１次選考 

    書類選考の上、令和７年９月１９日（金）までに結果を通知します。 

（３）第２次選考【令和７年１０月２日（木）または１０月３日（金）】 

第１次選考合格者を対象に、常陸太田市役所において面接による選考を実施します。 

詳細は、第１次選考結果と併せてお知らせします（交通費等は応募者の負担とします）。 

（４） 最終結果 

選考の最終結果は、令和７年１０月下旬までに対象者へ通知文書を発送します。 

（５）委嘱・活動開始 

令和７年１２月１日（月）を予定しています。 

※委嘱決定者と協議のうえ、委嘱・活動時期が変更となる場合があります。 

○上記日程はあくまで予定のため、変更する可能性があります。日程が変更となった場合は、応募者に 

メール等で連絡します。 

○委嘱期間中であっても、協力隊員としてふさわしくないと判断した場合は、委嘱を取り消すことがあります。 

事前見学会について 

それぞれのミッションごとに、研修内容をより詳しく知っていただくための事前見学会を随時実施して

います。 

 

【見学会を行う施設等】 

 ○ 農業（梨）の担い手      ：JA常陸 常陸太田梨部会  

 ○ 農業（ぶどう）の担い手    ：JA常陸 常陸太田ぶどう部会 

○ 林業の担い手         ：常陸太田市森林組合 

○ ナチュラルチーズ製造の担い手 ：ひたちおおたチーズ工房 

○ 畜産（繁殖牛）の担い手    ：（株）ファーム赤土 
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【内容】 

① 隊員の活動について 

② 実際の現場作業見学 

 ・ 農業（梨）の担い手      ：農場見学など 

 ・ 農業（ぶどう）の担い手    ：農場見学など 

・ 林業の担い手         ：研修先・伐採現場見学 など 

・ ナチュラルチーズ製造の担い手 ：工房でのチーズ製造・販売 など 

 ・ 畜産（繁殖牛）の担い手    ：研修先見学 など 

応募しようか悩んでいる方、隊員として具体的に何をするのか知りたい！等、詳しくお答えします！ 

ご希望の方は日程調整をいたしますので、下記の【見学会問い合わせ先】にご連絡ください。 

 

【見学会問い合わせ先】 

 ○ 農業（梨、ぶどう）の担い手 

常陸太田市農政部販売流通対策課    電話：0294-72-3111 内線 661 

                      E-mail: sss@city.hitachiota.lg.jp 

 ○ 林業の担い手 

常陸太田市農政部農政課 林政係    電話：0294-72-3111 内線 617 

                    E-mail: nosei3@city.hitachiota.lg.jp 

  ○ ナチュラルチーズ製造の担い手・畜産（繁殖牛）の担い手 

常陸太田市農政部農政課 農業振興係  電話：0294-72-3111 内線 615 

                      E-mail: nosei1@city.hitachiota.lg.jp 

オンライン相談について（共通）                                        

募集期間中、オンライン相談を実施しています。 

ご希望の方は、下記お問い合わせ・申込先へ「メール」又は「電話」にてご連絡ください。 

日程調整のうえ実施します。 

【内容】 

・募集に関すること 

・常陸太田市に関すること 

気になることがあれば何でもご相談ください！ 

 

※オンライン相談は Webex を使用して行います。インターネットが使える PC、スマートフォン等のご

準備をお願いします。（通信料は各自ご負担ください） 

 ※メールでのお問い合わせの際は、下記を記載のうえ、送信してください。 

①氏名 ②年齢 ③住所 ④連絡先（電話番号およびメールアドレス） 

お問い合わせ・申込先                                         

〒313-8611 茨城県常陸太田市金井町 3690  

常陸太田市企画部少子化・人口減少対策課 

T E L：0294-72-3111（内線 314、346） 

MAIL：kikaku3@city.hitachiota.lg.jp 

受付時間：平日９時～１７時まで 

mailto:kikaku3@city.hitachiota.lg.jp
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常陸太田市の地域おこし協力隊へ応募する方への参考情報 

市の概要                                         

地勢 

常陸太田市は、茨城県の北部に位置し、東は高萩市、日立市に、西は大子町、常陸大宮

市に、南は那珂市に、北は福島県矢祭町にそれぞれ接しています。 

市の総面積は、371.99k㎡で、茨城県全体の 6.1％を占め、南北約 40km、東西 15kmの広

がりをもち、茨城県内で 1 番広大な市です。久慈川の支流である里川、山田川、浅川が流

れ、この河川沿いに平野が開けています。 

標高は南部の平坦地では約 10ｍ、北部は、阿武隈山系の山岳地帯で 750m を超え、たお

やかで豊かな稜線を望むことができます。 

気候は太平洋型であり、四季を通じて穏やかですが、冬季には積雪をみることもありま

す。 

統計 

データ 

常住人口・世帯数は、令和７年６月１日現在では 44,131 人 18,811 世帯であり人口減少

傾向が続いています。 

※人口と世帯数は、令和２年国勢調査の結果に基づき、住民基本台帳の増減数（出生・

死亡・転入・転出）を加減して算出したものです。 

受け入れ

地区の 

状況 

平成 16 年 12 月１日に常陸太田市、久慈郡金砂郷町、水府村、里美村が合併し現在の常

陸太田市となりました。当初の受け入れ活動対象は、里美地区、水府地区、金砂郷地区で

したが、現在は常陸太田地区も加わり、市内すべての区域となっております。 

 

里美地区は、地元酪農の生乳を活用したジェラートやチーズなどの乳製品が生産されて

います。風力発電の活用など、自然環境に配慮したまちづくりを進めているほか、きのこ

などの特用林産物やお茶の栽培なども盛んです。また、広大な山林を活用した林業の更な

る振興が期待されています。                

【人口：2,329人 世帯数：1,030世帯】 

水府地区は、林業や畜産、こんにゃく、葉タバコ、そばなどの地域の特性を活かした地

場産業で栄え、近年はりんごや柿をはじめとする果樹も栽培されています。日本最大級の

高さからバンジージャンプができる竜神大吊橋があり、本地域の観光拠点となっています。             

【人口：3,450人 世帯数：1,543世帯】 

金砂郷地区は、北部が常陸秋そば発祥の地として知られているほか、南部では平坦な土

地を活かした水田地帯が広がっています。宮の郷工業団地への企業誘致も図っており、主

に製材工場などが集積しています。廃校を利用した体験交流施設もあり、農作業体験を伴

った合宿などで活用されています。 

【人口：8,147人 世帯数：3,384世帯】 

常陸太田地区は、平安時代末期より県北地方一帯を支配した常陸の豪族佐竹氏の本拠地

として約 460 年間繁栄し、江戸時代に入ると徳川光圀公が晩年を過ごした西山荘や水戸徳

川家歴代藩主の墓所である瑞龍山などに代表されるように水戸藩領地として発展し、明治

時代には郡役所の設置や棚倉街道の商業中心都市として繁栄をしてきました。上質なコシ

ヒカリの産地としての水田地帯が広がり、地域産業の中核を担うとともに、ぶどうや梨な

どの特産物の生産地でもあります。 

                   【人口：30,205人 世帯数：12,854世帯】 
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常陸太田市の生産物について（一部）                                         

米 

浅川・山田川・里川といった久慈川水系の清流が流れる良質米の産地です。古くは、こ

こで作られたお米が徳川家へ献上されていたとも言われており、現在でも全国的なコンテ

ストで入賞するなど、地域を代表する生産物の一つとなっています。 

そば 

市の北部では、昼夜の気温差や傾斜地に拓いた畑の土壌を活かし、江戸時代から良質な

そばが生産されています。特に、金砂地区赤土町の在来種から生まれた常陸秋そばは味や

香りも良く、そば職人から高い評価を得ています。 

毎年秋から冬には、本市で開催される常陸秋そばフェスティバルや、観光物産協会等が

主催するイベント等があります。 

乳製品 

市の北部では、地元の生乳を活用したジェラートやヨーグルト、チーズなどの乳製品が

生産されています。 

チーズについては、2 年に 1 回開催される国内最大級のチーズコンテスト「Japan Cheese 

Awards2024」に、現在製造・商品としているモッツァレラやカチョカヴァッロなど 5 品

目を出品し、すべて入賞（銀賞 3 個、銅賞 2 個）しました。 

ぶどう 

丘陵地を中心にぶどう畑が広がっており、栽培面積や収穫量は茨城県内１位です。カル

シウムやミネラルを豊富に含んだ土壌を活かして、巨峰や常陸太田オリジナル品種「常陸

青龍（ひたちせいりゅう）」、シャインマスカットなど多くの品種が生産されています。 

梨 

市の南部では、明治 10年頃から梨が栽培されています。直売が中心のため完熟するまで

木に実らせているのが特徴で、幸水や豊水、茨城県オリジナル品種「恵水（けいすい）」な

ど、みずみずしく良質な梨が生産されています。 

肉用牛 

銘柄牛『常陸牛』は、赤身に程よく脂身の入った柔らかい霜降りで、きめ細かさと柔ら

かさが自慢です。ひと口食べると、とろりと溶けるような口当たりで、豊かな風味が広が

ります。安全安心なものを消費者に届けるために、1 頭 1 頭愛情こめて育てられています。 

野菜 

皮が柔らかく身のしまった奥久慈なすや、葉
よう

鞘
しょう

（白い部分）が長く甘味の多い奥久慈ね

ぎの品質向上やブランド化を推進するなど、山間地域の特性を活かした少量多品目の野菜

が栽培されています。 

木材 

森林面積は、茨城県内第 1 位である 28,080ヘクタールを誇り、森林資源の豊かな地域で

あることから、北部の山間部を中心に、スギ・ヒノキをはじめとする植林が行われており、

密度が高く良質な八溝材の産地として知られています。 

 

常陸太田市で地域おこし協力隊として活動するメリットについて                                         

・市内に定住した先輩隊員から様々なアドバイスを受けることができます。 

・活動に必要な研修の受講や資格取得にかかる費用を予算の範囲内でサポートします。 

・「道の駅ひたちおおた」を生産物・加工品の販売先として利用したり、情報発信および消費者等との交

流の場として活用したりすることができます。 

 


